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東
京
の
東
側
、
江
東
区
木
場
に
、「
新
田

橋
」
と
い
う
名
称
の
「
赤
い
橋
」
が
あ
り

ま
す
。

５
丁
目
と
６
丁
目
の
間
に
流
れ
る
大

横
川
（
旧
・
大
鳥
川
）
に
か
か
り
、
同
橋

と
水
路
、周
辺
の
緑
の
一
体
感
が
評
価
さ

れ
、
第
一
回
江
東
区
ま
ち
な
み
景
観
賞

（
平
成
２
年
）
に
も
選
ば
れ
た
趣
の
あ
る

人
道
橋
で
す
。

本
当
に
小
さ
な
橋
で
す
が
、
民
間
に
よ

る
寄
贈
橋
と
し
て
有
名
で
、
２
０
０
８
年

６
月
７
日
放
送
の
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク

天
国
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
橋
、
岐
阜
に
縁
の
深
い
橋
な

の
で
す
。
大
正
時
代
、
岐
阜
か
ら
上
京
し

木
場
５
丁
目
に
医
院
を
開
業
し
て
い
た
新

田
清
三
郎
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。
昭
和

７
年
（
１
９
３
２
年
）、新
田
医
師
の
ご
夫

人
が
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
新
田
医
師
は
夫
人
の
霊
を
慰

め
る
「
橋
供
養
」
の
意
味
を
込
め
て
、
近

所
の
多
く
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
こ
の
橋

を
架
け
た
そ
う
で
す
。
当
初
は「
新
船
橋
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
田
医
師
の

没
後
、
い
つ
し
か
「
新
田
橋
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
の
相
談
役
と
し
て
も
人
望
が
厚
く
、

「
木
場
の
赤
ひ
げ
先
生
」的
な
存
在
で
あ
っ

た
新
田
医
師
が
、
い
か
に
地
域
の
人
々
か

ら
愛
さ
れ
て
い
た
か
が
偲
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
林
芙
美
子
原
作
、
成
瀬
巳
喜
男

監
督
の
映
画
「
稲
妻
（
１
９
５
２
年
製
作
・

大
映
東
京
）」
に
も
新
田
橋
は
登
場
し
ま

す
。
作
品
中
、
高
峰
秀
子
と
三
浦
光
子
の

姉
妹
が
、
急
逝
し
た
三
浦
の
亡
夫
の
後
始

末
の
た
め
、
彼
の
愛
人
だ
っ
た
中
北
千
枝

子
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
中
北
が
二
階
を

間
借
り
す
る
家
が
こ
の
大
横
川
沿
い
に
あ

り
、
二
人
は
新
田
橋
を
渡
り
ま
す
。
新
田

橋
を
渡
っ
た
向
こ
う
側
に
は
、
船
宿
が
あ

り
、
ま
た
中
北
が
住
ん
で
い
そ
う
な
さ
さ

ら
子
下
見
（
※
注
）
の
木
造
二
階
建
て
家

屋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
に
遊
郭
が
あ
っ

た
昭
和
の
風
情
を
踏
ま
え
た
舞
台
設
定

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
、
こ
の
船
宿
は
木
場
で
最
後

と
な
っ
た
船
宿
＝
深
川
吉
野
屋
（
創
業
昭

和
20
年
）
で
す
。
他
に
も
、
テ
レ
ビ
の
舞

台
と
も
な
り
、
下
町
の
人
々
の
生
活
や
歴

史
の
移
り
変
わ
り
、
出
会
い
や
別
れ
な
ど
、

様
々
な
人
生
模
様
を
こ
の
橋
は
静
か
に
見

守
り
続
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

平
成
12
年
の
護
岸
整
備
に
よ
り
現
在
の

橋
に
架
替
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
橋
は

八
幡
堀
遊
歩
道
に
移
設
さ
れ
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
に
縁
あ
る
東
京
下
町
の
「
赤
い
橋
」「

で
ぇ
れ
～
岐
阜
」
プ
ラ
ン
ナ
ー
　
森
　
秀
幸
（
揖
斐
郡
大
野
町
出
身
）

実
は
当
初
、
江
東
区
新
木
場
三
丁
目
の

同
区
の
資
材
置
き
場
に
保
管
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
元
か
ら
橋
の
保
存
を
求
め
る
声
が

大
き
く
、
約
７
０
０
万
円
か
け
て
同
遊
歩

道
に
移
動
。
地
上
に
安
置
し
て
ペ
ン
キ
を

塗
り
直
す
な
ど
復
元
作
業
を
施
し
た
そ
う

で
す
。

ち
な
み
に
、
同
遊
歩
道
に
は
、
日
本

最
古
の
鋳
鉄
橋
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
八
幡
橋
が
架
設
さ
れ
て

お
り
、
江
東
区
で
は
旧
新
田
橋
の
保
存
に

加
え
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ま
で
に
同
区
内

で
撤
去
さ
れ
た
橋
の
橋
名
板
（
五
十
五
枚

が
現
存
）
を
集
め
て
展
示
す
る
な
ど
同
遊

歩
道
を
い
わ
ば
“
橋
の
屋
外
博
物
館
”
と

し
て
整
備
す
る
構
想
を
練
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

私
は
毎
朝
、
新
田
橋
を
渡
り
木
場
駅
へ

向
か
い
、
帰
り
は
ど
の
方
面
か
ら
帰
ろ
う

と
、
あ
え
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
帰
宅
し
ま

す
。
そ
し
て
、
必
ず
一
度
立
ち
止
ま
り
、

新
田
医
師
の
活
躍
と
人
望
を
偲
び
な
が
ら
、

克
己
復
礼
、
私
自
身
も
そ
ん
な
足
跡
を
残

せ
る
よ
う
な
人
物
に
な
ろ
う
、
と
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

岐
阜
出
身
者
な
ら
、
必
ず
感
じ
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
お
近
く
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
皆
様
も
ぜ
ひ
。

■
新
田
橋
デ
ー
タ

◎
現
在

　

架
設
形
式
：
１
径
間
鋼
製
ガ
ー
タ
ー
橋

　

架
設
年
月
：
平
成
15
年
3
月
（
架
替
）

　

橋　
　

長
：
1
5.
0
6
0
ｍ

◎
初
代

　

架
設
形
式
：
ポ
ニ
ー
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス

　

架
橋
年
月
：
昭
和
7
年
6
月

　

橋　
　

長
：
2
3.
4
ｍ

木場6丁目側から新田橋を臨む

（
※
注
） 

さ
さ
ら
子
下
見
（
板
張
り
）

木
造
建
築
物
に
見
ら
れ
る
外
壁
加
工
。
湿
度

に
よ
る
板
の
伸
縮
割
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
上
部

の
み
を
固
定
し
重
ね
た
部
分
に
あ
そ
び
を
残
し

た
も
の
を
下
見
板
張
り
と
言
う
。
ギ
ザ
ギ
ザ
に

加
工
し
た
押
縁
（
お
し
ぶ
ち
）
が
さ
さ
ら
子
。


